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はじめに

「企業事例研究会Jは日本広報学会の研究助成を受けて、 2006年度か ら活動を開始した。

企業の実践的な広報戦略を理論的に研究することを目的として、まずはケース ・スタディ

の素材を集めることから始めた。

欧米流のビジネススク ール(経営学大学院)における経営戦略の研究には「ケース・メ

ソッド」方式が導入されており、修士課程の学生はケースを中心に学ぶ。これが 「ケース

・スタデ、イ Jである。そのようなビジネススクールの博士課程の大学院生は、研究教材と

してのケースを自分で執筆することが課程修了の要件となっている。ただし残念なことに、

ビジネススクールには広報のケースはない

そこで本研究会は、広報活動の事例を集め、ケース分析を行い、会員の研究 ・研鑓に寄

与するために発足した。ビジネススク ールレベルの研究にしよう、と志を高く持ち、将来

的に企業の広報戦略を考える上での指針となることを目標としている。

ビジンススクールのケース・ スタディを手本とするので、総花的な 100会社の広報戦

略」ではなく、各事例のテーマを絞って検討した。詳細は本編を見ても らえばわかるが、

新ブランド確立のための広報戦略、企業の転換期における社内広報戦略、新技術の社会的

啓発活動における広報戦略、新規上場時の財務広報戦略など、さまざまな局面をとらえた

事例になっている。新規レスト ラン、商業施設、老舗うなぎ屋など、多種多様な業種をあ

えて入れて、広報業務の幅の広さを強調したつもりである。

ケースの聞き取りの際には各企業の方々にお話を伺ったが、単なる講演会抄録になるの

を極力避けて、各テーマに関する視察を併用した。例えば、レクサスブラ ンドの確立のケ

ースでは、事例のヒヤリングをする前にレクサス LSの記者発表会に出席し、「芸術の域に

達した車Jの演出を体感したし、NTTの次世代ネッ トワーク普及のケースでは、 NG

のショールームで見学をした。ヒヤリングと視察を同じ日程で行う場合は、研究会を二部

構成にして、各事例の研究には 3時間以上をかけている (さらに懇親会へと三部構成の日

も多かった)。表参道ヒルズでは建物のコ ンセフトや各庖舗の特徴を聞きながら見学し、施

設のコンセプ トを徹底するために建築構造や内装の細部にまでこだわりがあることを聞い

た。資生堂では芸術文化の発信拠点である「ハウス ・オブ・シセイドウJを見学し、スペ

インク ラブや駒形どぜうでは、料理の美味しさと庖の雰囲気を視察し、 実体に即した広報

の在り方を体感した。

企業の方々には、広報学会のために時間を割いて貴重な話を聞かせて下さ っただけでな

く、一般人が入れないような施設も快く見学させていただき、深く感謝しています。なお、

この研究会では、会員の方々に、 ①ケースの執筆、②講師の紹介、③事例の発表、のいず

れかをお願いしました。積極的に会に参加して発言し、場を盛り上げていただいた皆様に

謝意を表します。松下電器の社内報やスペインクラブについては、社内報元編集長やPR

担当者が研究会会員であったため、 「発表者j として事例をお話いただいています。執筆者

の方々からは最終報告書の原稿を早くに書いていただいたのですが、主査の事情により発

行が遅れたことをお詫びします。

広報のテーマはまだまだ無数にあり、本研究会は今年度も継続しています。途中加入も

歓迎します。会員の皆様の研究のお手伝いをさせていただければ幸いです。
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